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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン10の受容体です。このタンパク質は構造的にインターフェロン受容体と関連しています。インターロイキン10の免疫抑制シグナルを媒介し、炎症性サイトカインの合成を阻害することが示されています。この受容体は、インスリン受容体基質2/PI3キナーゼ/AKT経路を介して骨髄系前駆細胞の生存を促進することが報告されています。この受容体の活性化は、JAK1およびTYK2キナーゼのチロシンリン酸化を引き起こします。この遺伝子には、タンパク質をコードするものとタンパク質をコードしないものの2つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年1月],機能：IL10の受容体。IL10に高い親和性で結合します。,類似性：II型サイトカイン受容体ファミリーに属します。,組織特異性：脾臓、胸腺、末梢血単核球。膵臓、骨格筋、脳、心臓、腎臓では弱い発現が認められる。胎盤、肺、肝臓では中程度の発現レベルが認められる。単球、B細胞、大顆粒リンパ球、T細胞では高い発現レベルが認められる。
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;Jak_STAT;
	画像データ
	

	IL-10Rα抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Na2VO3 0.3nM 40μL処理したHepG2細胞ライセートのIL-10Rα抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	IL-10Rαポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

